
１．はじめに
　短期大学の社会福祉士養成課程では、社会福祉
士の受験資格を卒業時に得ることはできず、相談
職としての実務経験が必要になる。このことは、
短期大学の養成課程の修了は、専門職としての最
低限のスタートラインについたにすぎず、学生本
人が、卒業後にさらに学習をして自分を育てなけ
れば、受験資格の取得も、受験も、合格もできな
いことを意味する。その点において、短期大学に
おける社会福祉士養成課程は四年制大学における
養成課程とは異なる側面をもつと考えている。
　さて、2007年の社会福祉士養成課程の改正にお
ける方向性、つまり、社会福祉援助技術を実習と
の関連において教育するという方針は、短期大学
という教育機関としての特徴と相性が良かったこ
とは否めない。日本ソーシャルワーク教育学校連
盟が実施した調査によると「実習前は就職を希望、

実習後も就職したい」と76％の学生が答えたとあ
る１。また、４年制大学の養成校では３年次に実
習をすることが多く、進路選択決定までに１年程
度の間がある２。しかし短期大学では、実習と就
職活動期間との間は大変に短くなり、実習と就職
の強固な結びつきが見られることが、大きな特徴
である。たとえば、所属先においては、ソーシャ
ルワーク実習を履修する学生は、実習後、社会福
祉現場に就職する学生が90％以上であり、実習先
に就職する学生も多い３。
　他方で、短期大学卒業では卒業と同時に受験資
格取得ができず、その点が高校生やその保護者、
高等学校の教育者にマイナス評価をされているこ
とも事実である４。
　しかし、ソーシャルワーク教育を考えた時、短
期大学の履修生は、２年という制約の現実がある
からこそ、単位の取得、将来の保険としての資格
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生が、社会福祉相談援助実習において、価値と倫
理をどのように見出してきたのかの報告を行う。
履修生が実習現場で何を「専門職の価値と倫理」
として理解してきたのかを明らかにすることは、

「実践において発見しやすい形で現れている『専門
職の価値と倫理』が何であるか」を示すだろう。
価値と倫理は認知しにくいかもしれないが、教育
次第で初学者であっても実践の中に見出すことが
可能であるといえるのではないだろうか。眞砂・
竹森（2022）は、ソーシャルワーク専門職養成課
程において、グローバル定義をどのように享受す
るかの検討を通して「大学教育における専門職教
育は実践力を養うものであることは否定しないが、
グローバル定義に盛り込まれる抽象概念を自らの
身近な話題に引き寄せて理解し言語化できる能力
の涵養は、グローバル定義をミクロ実践に落とし
込む力につながる」と指摘している７。グローバ
ル定義と同様に抽象概念である専門職としての価
値と倫理も同様の方向性を考えることができるだ
ろう。

２．先行研究について
　本論では、講義科目ではなく演習科目に着目し
分析を行う。先行研究の検索には、国立情報学研
究所の情報検索サイトCiNiiを使用した８。2008年
までの指定科目名称である「社会福祉援助技術演
習」のキーワードで検索すると87本の論文が抽出
される。また2020年までの指定科目名称である

「相談援助演習」キーワードで検索すると51本の
論文が抽出される。また、「社会福祉援助技術」

「相談援助」を「ソーシャルワーク」と同義として
捉える場合もあるので、「ソーシャルワーク演習」
のキーワードで検索をすると53本の論文が抽出さ
れる。このキーワードでは1993年の論文が最も古
い。そのうち「社会福祉士」「社会福祉」が冠され
ている論文も多数ある。
　さて、専門職養成の研究には、多くの研究者が
取り組んできている。高橋流里子（2013）は、戦
後の学部の実習教育及び社会福祉士制度の導入後
の社会福祉教育における実習教育の編成をとりあ
げている。
　後藤康文（2023）は、社会福祉主事制度の成立、

取得の意図よりも、むしろ人生を決める選択が迫
っているという時期だからこそ技術の習得のみに
目を引かれやすい。一方で、その後に２年間、実
務をしながら、国家試験受験資格取得を目指すた
めの学習を継続することを考えた場合、支援者を
支える土台となるのは価値と倫理といった思想で
はないかと考える。
　社会福祉士の社会福祉従事者の専門職化の黎明
期を支えた秋山智久は、社会福祉専門職の最重要
な価値観として６点挙げている。（１）絶対的人間
尊重の価値観、（２）「全人的人間」という価値観、

（３）「人・環境の相互作用」を重視する価値観、
（４）社会生活上の基本的ニーズの充足、（５）継続
的な関わりの姿勢、（６）立ち尽くす実践「（何が
問題で何が原因か「見えている」が、人生の重さ
の前に何も「できない」ことがある。この事実から
逃げ出さず、その場にとどまり、共に心を痛め続け
ていることが「何もしない実践」であり「立ち尽
くす実践」、究極の実践である）と述べている５。
また、社会福祉実践の「固有の視点」は、「全体
性」の視点であり、「クライエントの生活全体を見
ていく視点を持つことが、他の専門職とは異なり、
社会福祉専門職のアイデンティティを高めること
になるのである６」と示している。
　また、社会福祉従事者による横領や虐待などの
人権侵害は、毎年発生をしている。報道では、社
会福祉施設従事者とされることが多く、それが専
門職養成課程を卒業した人物なのか、そうではな
いのかはわからない。しかし、社会福祉施設従事
者が、そのほとんどが社会的弱者であるクライエ
ントに対して、支援・援助という仕事を行う中で
は、故意にせよ過失にせよ、人権侵害は常に起こ
り得るといってよい。
　それを防ぐには、社会福祉従事者自身が価値と
倫理を学び、実践することで人権侵害を予防し続
けるしかない。以上のことからも、社会福祉士養
成課程において、「価値と倫理」を学習すること
は、現実的な理由として専門職として身につけね
ばならない項目と考える。
　本論文では、社会福祉士養成過程において、「専
門職の価値と倫理」に関してどのように学習を考
え、組み立てたかを整理し、それに対して、履修
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1987（昭和62）年４月以降カリキュラム、2009
（平成21）年４月以降カリキュラム、2021（令和３）
年４月以降の３つのカリキュラムを整理する。次
に所属先で行ってきた教育実践を外観する。最後
に、教育実践の中で現れてきた「価値と倫理」を
利用して、社会福祉士の価値と倫理がどのような
表現の仕方で教育の中で表れているのかを明らか
にする。

４．結果
① カリキュラムの変遷について
　1987（昭和62）年に「社会福祉士及び介護福祉
士法」が制定され、社会福祉士の国家資格制定と
それに伴う養成課程が開始された。1988（昭和
63）年に「社会福祉士養成施設等指導要領及び介
護福祉士養成施設等指導要領」に関する厚生省（当
時）通知があった。ここで、授業科目名称が示さ
れている。この時、指定科目名が規定されている
のみで、教育内容に関しては大学等の裁量に委ね
られる仕組みであった。この点に関して、社会保障
審議会福祉部会「介護福祉士制度及び社会福祉士
制度のあり方に関する意見」（平成18年）において
課題であるとの指摘がされている。同様の指摘と
しては、中村による「ロールプレイの実施や実習
前後での指導が求められていたものの具体性には
欠ける内容であった」と分析がある18。なお、1989

（平成元）年３月に第１回社会福祉士国家試験が実
施されているが、社会福祉士国家試験問題が公表
されるようになったのは第３回社会福祉士国家試
験（1991（平成３））からであり、養成校での教
育内容すら手探りの状態であったといえよう。
　また、2000年の社会福祉援助技術演習の時間数
増加は、「より具体的場面を通してソーシャルワーク
への理解を深めることができるようにとの意図から、
社会福祉士の指定科目である社会福祉援助技術関
連科目の４単位分が理論から演習へと移行された。
つまり, 演習はそれまでの４単位から８単位へと
倍増することとなった」とされている19｡
　これらの法定指定カリキュラムにおいて、社会
福祉の「価値と倫理」に関して、教育内容に含ま
れていた指示のある科目について表１に整理をす
る20。

社会福祉士資格制度の創設、２度のカリキュラム
編成と課題を緻密に分析し、2007（平成19）年改正
は、「他の科目・演習と相まって実践型学習を重視
するこの改正は、「専門職性」をより高めるため「専
門職制度」を見直した養成教育９」であり、2019

（令和元）年改正は「実践力の涵養に大きくシフト
した「専門職制度」であり、講義科目や演習、実
習の改正に通底するのは、社会福祉士という資格
のあり方として、これまで以上に「専門職性」の
確立を目指したものといえる」と述べている10。
　また、中村剛（2011）は、厚生労働省より示さ
れたシラバス内容とその内容に沿って編集されて
いるテキストを取り上げ、分析をしている。注目
したいのは、価値に関する学びがないとの指摘で
ある11。この点に関し、2007年３月改正の詳細お
よび課題について中野陽子（2012）がまとめてい
る12。中村は、「厚生労働省のシラバスには、「知識」、

「技術」の習得という言葉は数度出てくるが「価
値」という言葉が出てこない。1988（昭和63）年
２月の通知と比較すると「人権」という言葉も消
えてしまっている13」と重要な指摘をし、この事実
は実践者にとって大きな課題になると述べている。
　加えて、岩間麻子・岩間文雄（2023）は、ソー
シャルワーク教育における価値・倫理教育の課題
について、社会福祉士養成課程における価値・倫
理教育を丁寧に整理している。演習教育を中心に
整理を行い、2020年の教育カリキュラムの見直し
において、初めて演習科目において価値・倫理が
明記されたとする。この事実から、「社会福祉士養
成教育において演習科目の含むべき内容に価値・
倫理が位置づけられたのはごく最近のことであり、
教育のための方法論が確立されているとはいえな
い状況」と分析をする14。
　また、短期大学における社会福祉士養成の実態
について、大竹智（1994）の調査15、川島貴美・
江村上 信（2003）の調査16、古川隆幸（2006）の
研究17がある。

３．方法
　まず、社会福祉士養成課程における「価値と倫
理」について、厚生労働省通達からまとめる。こ
の20年、カリキュラム改正が２回行われている。
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ロ

レ
ベ

ル
に

お
け

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
③

 総
合

的
か

つ
包

括
的

な
支

援
と

多
職

種
連

携
の

意
義

と
内

容

科
目

名
称

社
会

福
祉

援
助

技
術

演
習

社
会

福
祉

援
助

技
術

演
習

相
談

援
助

演
習

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

演
習

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

演
習

（
専

門
）

時
間

数
60

時
間

12
0時

間
15

0時
間

30
時

間
12

0時
間

目
標

・
ね

ら
い

１
 ．

社
会

福
祉

の
専

門
援

助
技

術
を

、
具

体
的

な
事

例
や

援
助

場
面

を
想

定
し

た
実

技
指

導
(ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
等

)を
中

心
と

す
る

演
習

形
態

に
よ
り

、
社

会
福

祉
援

助
技

術
に

関
す

る
講

義
及

び
現

場
実

習
と

関
連

さ
せ

な
が

ら
、

個
別

指
導

並
び

に
集

団
指

導
を

通
し

て
そ

の
精

度
を

高
め

つ
つ

習
得

さ
せ

る
。

２
 ．

学
生

個
々

人
が

自
分

自
身

で
学

習
し

、
考

え
、

主
体

的
に

行
動

す
る

態
度

を
涵

養
す

る
。

演
習

の
中

で
、

具
体

的
に

人
権

尊
重

権
利

擁
護

自
立

支
援

に
つ

い
て

理
解

し
、

実
際

に
行

動
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

さ
ら

に
、

在
宅

で
の

生
活

支
援

も
視

野
に

入
れ

て
理

解
さ

せ
る

。

相
談

援
助

の
知

識
と

技
術

に
係

る
他

の
科

目
と

の
関

連
性

も
視

野
に

入
れ

つ
つ

、
社

会
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

相
談

援
助

に
係

る
知

識
と

技
術

に
つ

い
て

、
次

に
掲

げ
る

方
法

を
用

い
て

、
実

践
的

に
習

得
す

る
と

と
も

に
、

専
門

的
援

助
技

術
と

し
て

概
念

化
し

理
論

化
し

体
系

立
て

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

涵
養

す
る

。
①

  総
合

的
か

つ
包

括
的

な
援

助
及

び
地

域
福

祉
の

基
盤

整
備

と
開

発
に

係
る

具
体

的
な

相
談

援
助

事
例

を
体

系
的

に
と
り

あ
げ

る
こ

と
。

②
  個

別
指

導
並

び
に

集
団

指
導

を
通

し
て

、
具

体
的

な
援

助
場

面
を

想
定

し
た

実
技

指
導
（

ロ
ー

ル
プ

レ
ー

イ
ン

グ
等

）
を

中
心

と
す

る
演

習
形

態
に

よ
り

行
う

こ
と

。

①
  ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

知
識

と
技

術
に

係
る

他
の

科
目

と
の

関
連

性
を

踏
ま

え
、
社

会
福

祉
士

及
び

精
神

保
健

福
祉

士
と

し
て

求
め

ら
れ

る
基

礎
的

な
能

力
を

涵
養

す
る

。
②

 ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

価
値

規
範
と
倫

理
を

実
践

的
に

理
解

す
る
。

③
  ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

実
践

に
必

要
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

。
④

  ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
展

開
過

程
に

お
い

て
用

い
ら

れ
る

、
知

識
と

技
術

を
実

践
的

に
理

解
す

る
。

①
  ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

実
践

に
必

要
な

知
識

と
技

術
の

統
合

を
行

い
、
専

門
的

援
助

技
術

と
し

て
概

念
化

し
理

論
化

し
体

系
立

て
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

能
力

を
習

得
す

る
。

②
  社

会
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
価

値
規

範
を

理
解

し
、

倫
理

的
な

判
断

能
力

を
養

う
。

③
  支

援
を

必
要

と
す

る
人

を
中

心
と

し
た

分
野

横
断

的
な

総
合

的
か

つ
包

括
的

な
支

援
に

つ
い

て
実

践
的

に
理

解
す

る
。

④
  地

域
の

特
性

や
課

題
を

把
握

し
解

決
す

る
た

め
の

、
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

評
価

等
の

仕
組

み
を

実
践

的
に

理
解

す
る

。
⑤

  ミ
ク

ロ
・

メ
ゾ

・
マ

ク
ロ

レ
ベ

ル
に

お
け

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

対
象

と
展

開
過

程
、
実

践
モ

デ
ル

と
ア

プ
ロ

ー
チ

に
つ

い
て

実
践

的
に

理
解

す
る

。
⑥

  実
習

を
通

じ
て

体
験

し
た

事
例

に
つ

い
て

、
事

例
検

討
や

事
例

研
究

を
実

際
に

行
い

、
そ

の
意

義
や

方
法

を
具

体
的

に
理

解
す

る
。

⑦
  実

践
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
に

つ
い

て
体

験
的

に
理

解
す

る
。

内
容

　
具

体
的

な
援

助
履

歴
事

例
を

体
系

的
に

取
り

上
げ

る
な

ど
し

て
、

社
会

福
祉

援
助

技
術

を
そ

の
援

助
過

程
を

含
め

具
体

的
に

理
解

さ
せ

る
た

め
に

、
担

当
教

員
に

よ
る

個
別

指
導

並
び

に
集

団
指

導
の

も
と

で
、

学
生

自
身

が
積

極
的

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
進

め
る

。
　

さ
ら

に
、
基

本
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

含
め

た
社

会
福

祉
援

助
技

術
が

、
学

生
個

々
人

に
身

に
付

く
よ

う
、
具

体
的

な
援

助
場

面
を

想
定

し
た

実
技

指
導

(ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

等
)を

実
施

す
る

。
そ

の
際

、
次

の
点

に
留

意
す

る
こ

と
。

１
 ．
実

習
前

に
お

い
て

は
、
具

体
的

な
課

題
、
別

の
事

例
を

活
用

し
、
相

談
援

助
業

務
に

必
要

な
専

門
援

助
技

術
、
面

接
技

術
、

記
録

技
術

、
評

価
、

効
果

測
定

、
実

技
等

に
つ

い
て

の
指

導
を

行
い

、
講

義
の

内
容

を
深

め
た

り
、

実
習

の
教

育
効

果
が

上
が

る
よ

う
に

す
る

。
２

 ．
実

習
後

に
お

い
て

は
、
実

習
総

括
を

踏
ま

え
て

、
社

会
福

祉
援

助
技

術
を

よ
り

深
め

て
身

に
付

け
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
。

①
  以

下
の

内
容

に
つ

い
て

は
相

談
援

助
実

習
を

行
う

前
に

学
習

を
開

始
し

、
十

分
な

学
習

を
し

て
お

く
こ

と
ア

　
自

己
覚

知
イ

　
基

本
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
習

得
ウ

　
基

本
的

な
面

接
技

術
の

習
得

エ
 　

次
に

掲
げ

る
具

体
的

な
課

題
別

の
相

談
援

助
事

例
（

集
団

に
対

す
る

相
談

援
助

事
例

を
含

む
。）

を
活

用
し

、
総

合
的

か
つ

包
括

的
な

援
助

に
つ

い
て

実
践

的
に

習
得

す
る

こ
と

。
・
 社

会
的

排
除

　
・
 虐

待
（

児
童

・
高

齢
者

）
・
 家

庭
内

暴
力

（
D.

V）
　

・
 低

所
得

者
　

・
 ホ

ー
ム

レ
ス

・
  そ

の
他

の
危

機
状

態
に

あ
る

相
談

援
助

事
例
（

権
利

擁
護

活
動

を
含

む
。）

オ
 　

エ
に

掲
げ

る
事

例
を

題
材

と
し

て
、
次

に
掲

げ
る

具
体

的
な

相
談

援
助

場
面

及
び

相
談

援
助

の
過

程
を

想
定

し
た

実
技

指
導

を
行

う
こ

と
。

・
 イ

ン
テ

ー
ク

　
・
 ア

セ
ス

メ
ン

ト
　

・
 プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
・
 支

援
の

実
施

　
・
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
　

・
 効

果
測

定
・
 終

結
と

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

カ
 　

オ
の

実
技

指
導

に
当
た
っ
て
は

、次
に

掲
げ

る
内

容
を

含
め
る
こ
と
。

・
 ア

ウ
ト

リ
ー

チ
　

・
 チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
・
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
　

・
 社

会
資

源
の

活
用

・
調

整
・

開
発

キ
 　

地
域

福
祉

の
基

盤
整

備
と

開
発

に
係

る
事

例
を

活
用

し
、

次
に

揚
げ

る
事

項
に

つ
い

て
実

技
指

導
を

行
う

こ
と

。
・
 地

域
住

民
に

対
す

る
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
と

ニ
ー

ズ
把

握
・
 地

域
福

祉
の

計
画

　
・
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
・
 社

会
資

源
の

活
用

・
調

整
・

開
発

　
・
 サ

ー
ビ

ス
の

評
価

②
 相

談
援

助
実

習
後

に
行

う
こ

と
相

談
援

助
に

係
る

知
識

と
技

術
に

つ
い

て
個

別
的

な
体

験
を

一
般

化
し

、
実

践
的

な
知

識
と

技
術

と
し

て
習

得
で

き
る

よ
う

に
、

相
談

援
助

実
習

に
お

け
る

学
生

の
個

別
的

な
体

験
も

視
野

に
入

れ
つ

つ
、

集
団

指
導

並
び

に
個

別
指

導
に

よ
る

実
技

指
導

を
行

う
こ

と
。

個
別

指
導

並
び

に
集

団
指

導
を

通
し

て
、

具
体

的
な

援
助

場
面

を
想

定
し

た
実

技
指

導
（

ロ
ー

ル
プ

レ
ー

イ
ン

グ
等

）
を

中
心

と
す

る
演

習
形

態
に

よ
り

行
う

こ
と

。
①

 自
己

覚
知

・
自

己
理

解
と

他
者

理
解

②
 基

本
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

・
 言

語
的

技
術

（
質

問
、

促
し

、
言

い
換

え
、

感
情

の
反

映
、

繰
り

返
し

、
要

約
等

）
・

非
言

語
技

術
(表

情
、

態
度

、
身

振
り

、
位

置
取

り
等

）
③

 基
本

的
な

面
接

技
術

・
面

接
の

構
造

化
　

・
場

の
設

定
(面

接
室

、
生

活
場

面
、
自

宅
等

)
・

ツ
ー

ル
の

活
用

（
電

話
、

e-
m
ai
l等

)
④

 ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
展

開
過

程
事

例
を

用
い

て
、

次
に

掲
げ

る
具

体
的

な
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

場
面

と
過

程
を

想
定

し
た

実
技

指
導

を
行

う
こ

と
。

・
ケ

ー
ス

の
発

見
　

・
イ

ン
テ

ー
ク

　
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
　

・
支

援
の

実
施

　
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
支

援
の

終
結

と
事

後
評

価
　

・
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
⑤

 ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
記

録
・

支
援

経
過

の
把

握
と

管
理

⑥
 グ

ル
ー

プ
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
の

活
用

・
 グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
構

成
(グ

ル
ー

プ
リ
ー

ダ
ー
・
コ
リ
ー

ダ
ー
・

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

）
・

 グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

展
開

過
程

(準
備

期
・
開

始
期
・
作

業
期
・

終
結

期
）

⑦
 プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

・
個

人
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
グ

ル
ー

プ
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

〈
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
実

習
前

に
行

う
こ

と
〉

個
別

指
導

並
び

に
集

団
指

導
を

通
し

て
、
実

技
指

導
（

ロ
ー

ル
プ

レ
ー

イ
ン

グ
等

）
を

中
心

と
す

る
演

習
形

態
に

よ
り

行
う

こ
と

。
①

  次
に

掲
げ

る
具

体
的

な
事

例
等

（
集

団
に

対
す

る
事

例
含

む
。）

を
活

用
し

、
支

援
を

必
要
と
す
る

人
が

抱
え
る

複
合

的
な

課
題

に
対

す
る

総
合

的
か

つ
包

括
的
な

支
援

に
つ
い
て

実
践

的
に

習
得

す
る
こ
と
。

・
虐

待
（

児
童

・
障

害
者

・
高

齢
者

等
）　

・
ひ

き
こ

も
り

　
・

貧
困

　
・

認
知

症
　

・
終

末
期

ケ
ア

　
・

災
害

時
　

・
そ

の
他

の
危

機
状

態
に

あ
る

事
例

②
  ①

に
掲

げ
た

事
例

等
を

題
材

と
し

て
、
次

に
掲

げ
る

具
体

的
な
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

場
面

及
び

過
程
を
想

定
し
た
実

技
指

導
を

行
う
こ
と
。

・
ケ

ー
ス

の
発

見
　

・
イ

ン
テ

ー
ク

　
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
　

・
支

援
の

実
施

　
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
支

援
の

集
結

と
事

後
評

価
　

・
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
③

  ②
の

実
技

指
導

に
当

た
っ
て
は

、
次

に
掲

げ
る
内
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また、相談援助実習を含め、相談援助演習の授業
を展開する上で、その時間数と１クラスごとの学
生の人数が事実上制限下におかれた。このことは、
学習者、教育者から見れば、教育の質が上がるた
め歓迎すべき改訂であったといえるだろう。

② 教育について
　所属校において、法定のカリキュラムに準拠し
て講義を進めてきた。前章で整理した通り、専門
職の価値および倫理に関する講義項目が含まれた
のは2009年度入学生以降であるが、2010年度、
2011年度の授業については、授業方法を試行錯誤
していた期間であり、2012年度以降の授業内容と
大きな差がある。よって、2012年度以降に開講し
た授業でのデータを利用する。表２は2010年以降
の所属校における社会福祉士の受験科目に関する

　前記の理由から1988年～2009年までの法定シラ
バスにおいて、「専門職の価値と倫理」は講義科目
の内容に明示されていない。2010年～2020年まで
の法定シラバスでは、講義科目である「相談援助
の基盤と専門職」に含まれた。演習科目には見当
たらない。2021年から～2023年現在の法定シラバ
スでは、講義科目「ソーシャルワークの基盤と専
門職」に含まれている。社会福祉士養成と精神保
健福祉士養成の共通科目である。
　2007（平成19）年の「社会福祉士及び介護福祉
士法」改正に伴い、相談援助演習に関する規定も
大きく変化した。演習時間が120時間から150時間
に増加した。加えて、「相談援助演習」と「相談援
助実習」との相関関係が明確になり、相談援助演
習は常に相談援助実習及び相談援助実習指導との
関連を踏まえて展開されることが必要となった。

2009／4／1 ～ 2022／3／31 2021／4／1 ～ 現在に至る
１年 前期 医学概論

介護福祉論
社会学
社会福祉概論Ⅰ
ソーシャルワーク演習Ⅰ
ソーシャルワーク総論Ⅰ

医学概論
介護福祉論
高齢者福祉
社会学
社会福祉の原理と政策Ⅰ
障害者福祉
ソーシャルワークの基盤と専門職
ソーシャルワーク演習

夏期休暇 ボランティア活動（２か所以上） ソーシャルワーク実習（５日間、40時間）
後期 高齢者福祉サービス論

社会福祉概論Ⅱ
社会保障論Ⅰ
障害者福祉サービス論
心理学
ソーシャルワーク演習Ⅱ
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ
ソーシャルワーク総論Ⅱ
ソーシャルワークの方法Ⅰ
ソーシャルワークの方法Ⅲ
地域福祉論Ⅰ

児童・家庭福祉
社会福祉の原理と政策Ⅱ
社会保障論Ⅰ
心理学
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ
ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ
地域福祉と包括的支援体制Ⅰ

春期休暇 ソーシャルワーク実習（５日間、40時間）
２年 前期 公的扶助論

児童・家庭福祉サービス論
司法福祉論
社会保障論Ⅱ
就労支援サービス論
ソーシャルワーク演習Ⅲ
ソーシャルワーク演習Ⅳ
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ
ソーシャルワークの方法Ⅱ
ソーシャルワークの方法Ⅳ
地域福祉論Ⅱ
福祉行財政と福祉計画
保健医療サービス論

権利擁護を支える法制度
社会保障論Ⅱ
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ
地域福祉と包括的支援体制Ⅱ
貧困に対する支援
保険医療と福祉
福祉サービスの組織と経営

夏期休暇 相談援助実習（24日間、192時間） ソーシャルワーク実習（24日間、192時間）
後期 権利擁護と成年後見制度

社会福祉調査論
ソーシャルワーク演習Ⅴ
ソーシャルワーク実習指導Ⅲ
福祉サービスの組織と経営

刑事司法と福祉
社会調査の基礎
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ
ソーシャルワーク実習指導Ⅲ

表２　所属校におけるカリキュラム
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現行の社会福祉士の行動規範は2021年３月に採択
されたものであるため、分析は主に旧版を用いた。
　もっとも多くの履修生が見出した項目は「受容」
である。教科書においても、頻出する専門用語で
ある。実際に支援者とクライエントとの関係性の
中で見出すことができるようだ。
　次いで、多く見出された項目は「利用者の自己
決定の尊重」そして「利用者の意思決定能力への
対応」「説明責任」である。
　多くの学生が、この項目を取り上げている。こ
のことは、実習場面において頻出する場面である
ことと、履修生が他者に説明をするときに、説明
しやすい＝わかりやすい実践と認識していること
があるだろう。
　他方で、報告者が全くいないわけではないが、
取り上げ上げられにくい項目について述べる。「情
報の共有」は児童分野での実習生が指摘をした。
社会福祉以外の他機関との連携および現在の情報
が当該児童に及ぼすリスクの大きさ等、児童分野
だからこその情報共有の難しさを報告している。

「業務改善の推進」は、クライエント同士のトラブ
ル発生時に実施した支援のその後の職員会議にお
ける様子を報告している。「専門職の啓発」は、実
習施設外での実施されたいわゆる地域での会合に
参加した時の様子を報告している。「参加の促進」
は2020年以降の倫理綱領、2021年以降の行動規範
に示された新しい項目である。24時間365日の生
活をとらえる、という実習体験からこの項目を抽
出している。

学年配当である。なお科目名称は、法定科目名称
に修正した。
　表２からもわかるように、社会福祉士取得のた
めに必要な履修科目を、４年制大学では４年間で
履修すれば良いが、短期大学では２年間で履修せ
ねばならないため、過密な開講状況である。この
短い期間で多くの社会福祉現場を体験することは
なかなか難しい。しかし学生は体験を通して多く
を学ぶことが知られている。その補いをするため
に教員集団として、周辺地域にある社会福祉施設
の見学のみではなく、ボランティア活動を推進し、
共に活動を行ってきた21。では学生たちは、実習
等を通じて社会福祉従事者としての価値観・倫理
観のうち、どのような概念を学ぶことができただ
ろうか。
　私は、担当科目であった「相談援助演習」その
中でも、実習後に開講される演習と位置付けられて
いる「相談援助演習」において、社会福祉士の倫理
綱領を題材にして、自身の実習経験のなかから見出
すことができる倫理綱領の項目を発表する授業を
実施した。この授業は、実習中に発見した社会福
祉士の倫理綱領もしくは行動規範について、履修
生自身の実習中の体験を用いて説明をするもので
ある。この授業は、相談援助に係る知識と技術に
ついて個別的な体験を一般化し、実践的な知識と
技術として習得することを目的に実施した。すな
わち、実習で観察および体験を通して学んできた
様々な事象を、「専門職の価値、倫理」という概念
におとしこみ、それを他者に伝わるように説明す
る（＝プレゼンテーション）技術の習得を目標にし
ているため、法定シラバスの内容とに齟齬はない。

③  実習中の出来事を通して理解をした「価値と
倫理」

　2012年度～2021年度における履修生101名のう
ち、報告した学生は101名である22。社会福祉士の
行動規範は、「社会福祉士の倫理綱領に基づき、社
会福祉士が社会福祉実践において行うべき行動を
示したもの」である。概念を具体化する際には、
非常にわかりやすく、観察や実行した言動を振り
返るときに、見当がつきやすい側面をもつ。本論
では行動規範の項目を分析の項目とする。なお、

表３　倫理綱領の項目に基づき発表した学生数

履修年度 報告者数
2012 12
2013 18
2014 11
2015 15
2016 11
2017 7
2018 9
2019 9
2020 4
2021 5
合計 101
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的に取り扱う項目である。できて当たり前の行動
であり、実習の事前学習において何度も繰り返し
て教育を受ける項目だが、実習においては、その
ような簡単な「秘密の保持」ではなく、専門職と
しての判断を伴う「秘密の保持」の実践が行われ
ていることを報告している。「社会への働きかけ」
は、実習先施設外での会議等に参加した学生２名
が報告している。１名は、実習先での地域活動の
意義から、もう１名はクライエントの生活歴を学
び、制度の狭間の課題からこの項目を抽出し報告
をした。

５．考察と今後の課題
　本報告で用いた教育プロセスは、以下のとおり
である。

　次に少数ではあるが複数の学生が報告した項目
について述べる。「利用者の利益最優先」「秘密の
保持」「社会への働きかけ」は、少数であるが複数
の学生が報告をした。
「利用者の利益最優先」は、報告者のうち３名が
クライエントからの贈り物をいただく体験をして
いる。その時の困惑および自身の行動の根拠にな
っていることの報告をした。「秘密の保持」は「社
会福祉士は、業務の遂行にあたり、必要以上の情
報収集をしてはならない」について報告したもの
が２名、「社会福祉士は、利用者の秘密に関して、
敏感かつ慎重でなければならない」について報告
したものが１名、「社会福祉士は業務を離れた日常
生活においても、利用者の秘密を保持しなければ
ならない」について報告したものが１名である。
まず「秘密の保持」は、事前の実習指導でも重点

表４　学生が抽出した倫理綱領・行動規範の一覧

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 合計

Ⅰ‒1.利用者との関係 0
Ⅰ‒2.利用者の利益最優先 6 1 1 1 1 10
Ⅰ‒3.受容 4 1 3 4 5 2 2 5 1 27
Ⅰ‒4.説明責任 1 3 1 2 1 3 2 13
Ⅰ‒5.利用者の自己決定の尊重 1 3 1 1 2 2 2 2 14
Ⅰ‒6.利用者の意思決定能力への対応 2 3 2 2 1 1 11
Ⅰ‒7.プライバシーの尊重 0
Ⅰ‒8.秘密の保持 1 1 2 4
Ⅰ‒9.記録の開示 0
Ⅰ‒10.情報の共有 1 1
Ⅰ‒11.性的差別、虐待の禁止 0
Ⅰ‒12.権利侵害の防止 0
Ⅱ‒1.最良の実践を行う責務 0
Ⅱ‒2.他の専門職等との連携・協働 1 3 1 4 2 2 13
Ⅱ‒3.実践現場と綱領の遵守 0
Ⅱ‒4.業務改善の推進 1 1
Ⅲ‒1.ソーシャル・インクルージョン 0
Ⅲ‒2.社会への働きかけ 1 1 1 1 4
Ⅲ‒3.国際社会への働きかけ 0
Ⅳ‒1.専門職の啓発 1 1
Ⅳ‒2.信用失墜行為の禁止 0
Ⅳ‒3.社会的信用の保持 0
Ⅳ‒4.専門職の擁護 0
Ⅳ‒5.専門性の向上 0
Ⅳ‒6.教育・訓練・管理における責務 1 1
Ⅳ‒7.調査・研究 0
新行動規範（2021～）：参加の促進 1 1

履修年度
行動規範
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　前記の教育実践を通して、学生達も実習という
具体的な事象と専門職の価値と倫理をつなげるこ
とができることがわかる。多くの学生がその実習
から理解した「受容」はバイスティックの原則に
も示される重要概念である。学生自身は言語表現
ができ、言語をもちいた他者理解が主であるため、
最初は言語表現での「受容」をまず理解する。こ
のことは、言語表現が十分ではないクライエント
を対象とする実践はどのようになされるのかを想
像し、理解することが困難であることを示してい
る。しかしながら、学生達は、24日間のソーシャ
ルワーク実習からそれらを見出してきた。実習の
結果、言語表現のみでは不十分であることを体験
し、実習指導者から指摘を受け訓練してきたから
であろう。
　また、「利用者の自己決定の尊重」「利用者の意
思決定能力への対応」も、教科書では重要視され
ているものの、当事者からの「為されていない」
という声は大きい23。しかし、比率としてはわず
かなものの、ソーシャルワーク実習を引き受けて
くれた社会福祉施設では、職員による「利用者の
自己決定の尊重」「利用者の意思決定能力への対
応」が為されていることを学生達は発見してきた。
2007年度以降、ソーシャルワーク実習受け入れに
あたっては、実習指導職員が指導できることが必
須となっている。それ以前との比較はしていない
が、専門職の価値および職業倫理の実践に影響を
与えており、学生がそれに学んだ可能性も考えら
れる。社会福祉施設に社会福祉士がいることで、

「利用者の自己決定の尊重」「利用者の意思決定能
力への対応」ができ、社会福祉士の倫理綱領にあ
る「1. （人間の尊厳）　社会福祉士は、すべての人
間を、出自、人種、性別、年齢、身体的精神的状
況、宗教的文化的背景、社会的地位、経済状況等
の違いにかかわらず、かけがえのない存在として
尊重する」実践に寄与していると考えられる。
　ところで、価値と倫理の教育は、介護技術や看
護技術のように視覚としてみえやすい技術ではな
い。ある事象を認識する・認識しない、ある事象
をクライエントにとってポジティブ（もしくはネ
ガティブ）に判断する・支援者にとってポジティ
ブ（もしくはネガティブ）に判断する・そもそも

１年後期： ２年生の社会福祉士の倫理綱領および
行動規範に関するプレゼンテーション
をみる。

２年夏休み 中：ソーシャルワーク実習（24日間）を
する。

２年後期： 実習の中で発見した、社会福祉士の倫
理綱領および行動規範について、10分
のプレゼンテーションをする。プレゼ
ンテーションに用いる資料はA4 １枚

（表面のみ）とする。
　　　　　プレゼンテーションは相互評価を行う。

　２年後期の学習においては、倫理綱領及び行動
規範の解説は社会福祉士会編『社会福祉士倫理綱
領ハンドブック』を用いて各自参照するのみであ
り、項目選択時の個別指導はしていない。学生の
創意工夫を促す理由から、前年度資料の提示をし
ていない。事例を用いて倫理綱領及び行動規範の
項目の説明をすることから、発表時間は１人10分
程度としていた。聴衆は「社会福祉の知識が不十
分な人」と設定し、何をどのように説明をしたら
伝わりやすいのかの工夫をさせた。プレゼンテー
ション中は相互評価を行い、フィードバックを行
なっている。以上が本教育方法の流れである。
　2020年までの教育カリキュラムでは、本学習方
法における効果測定は不可能だと考えていた。し
かし、2021年度入学生からのカリキュラムにおい
ては、ソーシャルワーク実習の内容が変更になり、
所属先では、１年夏、１年春、２年夏の３回、ソー
シャルワーク実習を行なっている。この時に、上
記で示した教育手法を試行している。１回目、１年
夏（５日間）の実習のあと、学生たちに口頭のみ
でのプレゼンテーションを課したが、全員が答え
ることができていた。社会福祉士の倫理綱領およ
び行動規範への学習が不十分のため、上記で示し
たような多彩な報告は為されていないが、どの実
習生も、倫理綱領・行動規範を発見している。そ
して、２回目（５日間）、３回目（24日間）の実
習における実習計画書において倫理綱領の実践へ
の関心がみられ、実習後の振り返りにおいても言
及が見られたため、学習効果はあったのではない
かと考える。
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員からのヒアリング調査にもとづく考察」桃
山学院大学総合研究所紀要　第38巻第１号　
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注
１ 日本ソーシャルワーク学校連盟（2022）「2022

年度社会福祉士・精神保健福祉士全国統一模
擬試験受験者への進路意向等アンケート調査
結果（現役学生5,700人の進路意向）」令和５
年２月７日を参考にした。

２ （公財）社会福祉振興・試験センター（2014）
「社会福祉士養成新カリキュラムの教育実態
の把握と、社会福祉士に必要な教育内容のあ
り方に関する調査事業」平成26年度 社会福祉
振興関係調査研究助成金事業を参考にした。

判断をしない等、認識そのものや思考の方向性を
決める性格をもつ。そして、卒業時にその成果を
測ることは難しい。また、養成校の教育だけでは
なく、就職した社会福祉施設などの実践現場の教
育方針や理念からも強い影響を受けることが推測
できる。
　いずれにせよ目の前の人の権利を侵害せず、そ
して権利擁護ができる支援者になっていればよい。
しかし短期大学卒業生のように、教育年数が短く、
しかも人生経験が少ない未熟な年齢で社会福祉施
設などの実践現場に出る場合は、良くも悪くも現
場の影響を受けやすい。実践現場における不適切
な倫理観・価値観に流されないためにも、短期大
学で適切な専門職の価値と倫理への理解をしてお
く必要がある。
　短期大学の卒業生は、社会福祉主事は有してい
るものの国家資格は有していない者として社会福
祉現場に入職し、専門職として仕事をすることに
なる。無資格者、未経験者としての自信のなさか
ら、不適切な価値観、倫理観に染まっていく可能
性も否めない。この可能性を少しでも減らすため
に、専門職としての価値と倫理を理解し、自らが
体験した実践から抽出し、他者に伝えるという一
連の学習は、学習者に十分な理解を促すという意
味で効果を発揮する。そして、この学習体験は実
習と就職が実習と就職の強固な結びつきがあるか
らこそ、就職後に効果を発揮しやすいのではない
かと考える。
　専門職の価値や倫理についてソーシャルワーク
実習での体験を用いて、理解を深めることは、専
門職の倫理綱領・行動規範だから守る、国家試験
に合格したから遵守するのではなく、支援者とし
ての行動規範になっていくことを可能にすると考
える。
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